
 

 
 

はじめに 

 本校は平成 23 年、オホーツク管内ならび美幌町の熱い期待と地域の特色を活かした教

育活動を展開するため、道立高校である「北海道美幌高等学校」と「北海道美幌農業高等

学校」の一斉を統合し、普通科と農業科を有する学校として新たなスタートをしました。 

 そんな本校生徒の活動とコロナ禍後、新たなＰＴＡ活動の一部をご紹介します。 

 

１ 高校に本物の『合同会社』

が誕生！  
  本校の農業クラブの生徒が地域農業の課題

解決と農業生産への貢献を目的に令和４年２

月、合同会社『アグリロテート』を設立しまし

た。生徒が販売や経理などの業務を担い、本校

産の野菜などの販売や地域住民を交えての体

験会など様々な事業を企画、運営しています。 

  
 

２ 報徳寮が男女共用へ！ 

  本校の遠隔者寮「報徳寮」が令和５年度から

男女共用になりました。近年、本校を希望する

町外の女子が増加傾向にあります。美幌町には、

報徳寮の女子共用化が求められていました。そ

のような中、美幌町からの支援を受け、男女共

同化の工事が実現しました。現在女子生徒を含

む３名が、報徳寮女子生徒第１期生として寮生

活をスタートしています。  
 

３ おいしいカレーライス

はいかが？ 
  コロナ禍が３年も続き、ＰＴＡ活動が思うよ

うに出来ない中、何か活動を始めようという気

持ちの中、ＰＴＡ研修会を町の施設で手探り状

態で行いました。研修会では、日頃の子育てで

のモヤモヤの相談や、学校祭で本校農業科の具

材を使ったカレーライスを生徒へ振るまう計

画を進めました。 

 
ＪＲ車内販売に挑戦 旅行者も大満足 

男子と女子が一緒に楽しい食事 学校祭で本校農業科提供具材のカレーに生

徒は大満足！！ 

研修会で話題に

なったカレーラ

イス作りが実現

しました。 

マスコットキャラクタ－ 

「ナンシーちゃん」 

 

農業科キャラクタ－ 

「汗流（かんりゅう）くん」 

 


